
微分方程式期末試験解答例(2013) 

１． 次の１階微分方程式を解きなさい。［各 10 点］ 

(a) 0=−′ yyx ［プリント 2, 2］ 

変数分離して， 0=−
x
dx

y
dy

．これを積分すると c
x
y
=log （c は積分定数）。 Cxxey c =±=  

（ ceC ±= は積分定数，以下同様） 

(b) 0=−′ yy λ ［問題 2-1, 1(1)］ 

変数分離して， dx
y

dy λ= ．これを積分すると cxy += λlog ，すなわち xxc Ceeey λλ =±= ． 

(c) xaeyy μλ =−′  (ただし， μλ ≠ とする)［問題 2-3, 1(1)］ 

斉次方程式の一般解は(b)で求まっている。非斉次方程式の特解を xAeμ と仮定して，A

を決める。 ( ) xx aeAe μμλμ =− より， ( )λμ −= aA だから，一般解は xx eaCey μλ

λμ −
+= 。 

(d) ( ) ( ) 0324 223 =+++ dyyxdxxyx ［第２章演習問題[5](2)］ 

展開すると， 03)2(4 223 =+++ dyydyxxydxdxx ，すなわち ( ) 0324 =++ yyxxd  
これより， Cyyxx =++ 324 。  

２． かっこ内の条件を満たす，次の微分方程式の解を求めなさい。［各 10 点］ 
(a) yxey +=′ （x = 0, y = 0）［プリント 2, 21］ 

dxedye xy =− ．これを積分すると Cee xy +=− − ．初期条件より C = – 2． 2=+ − yx ee  

(b) 034 =+′−′′ yyy （x = 0, y = 0, 2=′y ）［第３章演習問題[1](2)］ 
一般解は xx eCeCy 3

21 += であるから，初期条件より， 210 CC += ， 21 32 CC += ．これ

より， 11 −=C ， 12 =C ．よって， xx eey 3+−= である。 

３． 次の問いに答えなさい。［各 10 点］ 

(a) 0352 =+′−′′ yyy の一般解を求めなさい。→ 
xx eCeCy 2

3

21 +=  問題 3-2, 1(4) 

(b) xeyyy −=+′−′′ 352 の特解を求めなさい。→ xAey −= とおいて A を求めると，A = 1/10 

となる。特解は xey −=
10
1

（※講義でやらなかったロンスキアンを使っている人もいました

が、面倒になります。この方が簡単） 

４． (a) 32kx
dt
dx

= ［5 点］，(b) 変数分離すると， kdtdxx =− 32 。これを積分して，初期条件

より， ( ) ktxx =− 31
0

313 ． x について解くと，
3

31
03
⎟
⎠
⎞

⎜
⎝
⎛ += xktx  となる．［15 点］ 

※今回の結果は非常に残念なものでした。微分積分の基礎が出来ていない，変形ミスなど

が目立ちます。特に０点の人は高校の数学Ⅲを復習してください。変数分離による１階微

分方程式の解法、２階定数係数常微分方程式の解法は基本です。 


